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小
村
新
校
長
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

「
四
十
年
前
に
中
学
野
球
部
で
ノ
ッ
ク
を
受
け
よ
っ
た
頃
は
、
ま
さ
か
校
長

先
生
に
な
る
と
は
部
員
の
誰
ひ
と
り
と
し
て
思
う
ち
ゃ
あ
せ
ん
か
っ
た
…
」
。

校
長
就
任
に
際
し
て
五
七
回
、
五
八
回
生
の
中
学
野
球
部
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
祝
電
の
冒
頭
で
す
。

こ
の
五
七
回
生
が
中
学
三
年
の
春
に
社
会
科
の
教
員
と
し
て
着
任
し
て
か
ら
、

ク
ラ
ス
担
任
、
中
学
野
球
部
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
顧
問
と
し
て
、
た
く
さ
ん

の
生
徒
・
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
出
会
い
、
お
付
き
合
い
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
広
報
や
教
頭
と
し
て
の
仕
事
の
中
で
、
同
窓
の
先
輩
・
後
輩
の

皆
さ
ま
と
も
た
く
さ
ん
の
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
多
く
の

方
と
の
「
つ
な
が
り
」
は
私
の
大
き
な
宝
物
で
す
。
冒
頭
の
祝
電
は
、
ま
さ
に

こ
の
大
き
な
宝
物
を
改
め
て
確
か
め
さ
せ
て
く
れ
る
、
こ
の
上
な
く
う
れ
し
い

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。

百
周
年
を
間
近
に
控
え
、
土
佐
中
・
高
等
学
校
は
大
き
な
節
目
の
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
期
に
、
ま
さ
に
「
巡
り
合
わ
せ
」
で
、
校
長
の
任
を

命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
山
本
前
校
長
が
退
任
に
際
し
て
、
「
伝
統
と
誇
り
が
灯
っ

た
松
明
を
後
任
者
に
無
事
引
き
継
ぐ
事
が
出
来
た
…
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
灯
火
を
消
す
こ
と
な
く
、
新
し
い
時
代
に
、
よ
り
輝
き
を
増
し
て
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
灯
火
と
は
、
「
人
材
の
育
成
」
と
い
う
建
学
の
精
神
の
下
、
社
会
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
物
を
生
み
出
し
て
き
た
伝
統
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
時
代
に
相
応
し
い
人
材
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
常
に
点
検

と
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
学
校
運
営
に
当
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
窓
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
物
心
両
面
に
わ
た
り
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
帰
省
な
さ
っ
た
折
に
は
、
お
気

軽
に
校
長
室
を
お
訪
ね
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

土
佐
中
・
高
等
学
校

校
長

小
村
彰
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２０１７年 関東支部総会・懇親会
今年の総会の基調講演には、リョーマゴルフ社長の谷

本俊雄さん（５８回生）をお招きし、学生時代の活動や

ゴルフクラブ開発の軌跡、他に手掛けている新規事業な

ど幅広い内容をお話いただきました。起業家精神溢れる

谷本さんの講演に卒業生一同が刺激を受けたことと思い

ます。

懇親会は、上久保沙耶さん（８９回生）の美しいメゾ

ソプラノの歌声と上久保さんご友人のピアノ伴奏から始

まり、今年ご就任された小村校長先生のご挨拶と森郁夫

支部長の乾杯の音頭で開会しました。その後は、よさこ

いチーム『陽』の紹介やまるごと高知の出張販売の案内

に加え、今年のチャレンジ企画である『人間ビンゴゲー

ム大会』へと移り、いつにない「○○回生の○○です。

番号は…」といった会話が繰り広げられました。「ビン

ゴが出ないかもしれない…」等の運営側の心配をよそに、

見事ビンゴを獲得する参加者が続出し、７の会ゆかりの

三酒造から届いた銘酒やリョーマゴルフからの提供品等

を片手に、記念撮影を行いました。最後は校歌斉唱とエー

ル交換、８の会への引き継ぎ式を行い、閉会を迎えまし

た。

準備会では、支部役員の方はさることながら、他の会

の先輩方からも多大なご支援をいただき、無事当日を迎

え２５０名以上の卒業生にお越しいただきました。振り

返るべき点はあるものの、参加された卒業生からは「土

佐校で良かった。」、当日ご協力いただいた卒業生以外

の方からも「土佐校って良いな。」等のご感想を頂き、

運営側としてこれ以上の喜びはありません。また、本会

の企画・運営を通じて、素晴らしい土佐校の卒業生に出

会えたことに感謝申し上げます。有難うございました。

７の回一同より
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社
名
の
リ
ョ
ー
マ
は
、
谷
本
社
長
が
坂
本
龍

馬
フ
ァ
ン
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
一
度
聞
い

た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に
し
よ
う
と
付
け
た

も
の
で
す
。
日
本
人
は
竜
馬
好
き
が
多
い
の
で
、

瞬
く
間
に
世
間
に
広
が
り
ま
し
た
。
谷
本
社
長

は
「
高
知
県
出
身
で
よ
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
っ

て
い
ま
す
。
他
県
の
出
身
で
あ
れ
ば
、
恐
れ
多

く
て
リ
ョ
ー
マ
を
名
乗
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い

か
ら
で
す
。

谷
本
社
長
の
人
生
の
教
科
書
は
「
竜
馬
が
ゆ

く
」
。
龍
馬
さ
ん
か
ら
は
、
知
恵
と
工
夫
、
実

行
力
、
胆
力
、
絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
粘
り
を

学
び
ま
し
た
。
例
え
ば
、
資
金
も
な
い
の
に
大

洲
藩
に
船
を
買
わ
せ
、
事
故
で
船
が
沈
没
す
る

や
、
紀
州
藩
か
ら
多
額
の
賠
償
金
を
せ
し
め
た

「
い
ろ
は
丸
事
件
」
は
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し

て
は
最
適
で
す
。

中
高
時
代
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
酒
井
先
生

に
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興

味
を
持
つ
性
格
で
す
が
、
勉
強
だ
け
に
は
興
味

が
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
、
何
を
し
て
い
た

か
と
い
う
と
、
中
二
の
時
、
日
高
村
の
治
水
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
手
伝
い
で
二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
手
。
高
二
で
バ
イ
ク
免
許
を
取
得
、
バ
イ

ク
を
プ
ラ
モ
デ
ル
替
わ
り
分
解
組
立
。
高
三
の

時
、
大
型
バ
イ
ク
の
免
許
を
、
さ
ら
に
一
発
試

験
で
車
の
免
許
を
取
得
。
つ
い
で
に
、
同
級
生

に
一
発
試
験
で
の
車
の
免
許
取
得
方
法
を
伝
授

し
、
十
人
を
合
格
さ
せ
ま
し
た
。

大
学
時
代
、
や
は
り
勉
強
だ
け
に
は
興
味
が

持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
、
何
を
し
て
い
た
か

と
い
う
と
、
横
浜
本
牧
港
で
の
高
級
外
車
の
船

降
ろ
し
や
、
飛
び
込
み
営
業
で
二
十
万
円
も
す

る
教
材
の
販
売
で
す
。
セ
ー
ル
ス
の
コ
ツ
を
つ

か
む
ま
で
、
絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
と
始
め
た

教
材
販
売
は
二
十
日
間
で
契
約
な
し
、
夜
九
時

に
最
後
の
一
軒
と
飛
び
込
ん
だ
先
で
初
め
て
の

初
契
約
。
も
し
、
最
後
の
一
軒
の
ド
ア
を
ノ
ッ

ク
し
な
い
で
、
あ
き
ら
め
て
い
た
ら
、
リ
ョ
ー

マ
ゴ
ル
フ
の
社
長
に
な
っ
て
い
な
い
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
大
学
二
年
で
、
全
国

五
百
人
の
プ
ロ
セ
ー
ル
ス
の
中
で
成
績
一
位
に

な
り
ま
す
。
大
学
三
年
で
は
、
大
学
生
三
十
人

を
雇
い
、
不
眠
不
休
で
教
材
を
販
売
し
て
い
ま

し
た
。

大
学
卒
業
と
同
時
に
株
式
会
社
を
設
立
し
、

そ
の
後
十
年
、
教
材
販
売
会
社
を
経
営
。
二
〇

〇
〇
年
に
「
世
界
一
飛
ぶ
ク
ラ
ブ
を
作
る
」
た

め
、
教
材
販
売
会
社
を
売
却
、
ゴ
ル
フ
特
許
を

読
み
あ
さ
り
、
ク
ラ
ブ
の
構
造
や
製
造
方
法
、

金
属
材
料
や
加
工
技
術
に
至
る
ま
で
ク
ラ
ブ
開

発
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
勉
強
に
興
味
を
持
っ

た
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
で
し
た
。

最
初
に
開
発
し
た
の
は
ゴ
ル
フ
の
素
振
り
用

練
習
器
「
ス
イ
ン
グ
プ
ロ
」
で
す
。
累
計
十
八

万
本
の
ヒ
ッ
ト
商
品
で
す
が
、
発
売
当
初
は
ま
っ

た
く
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ゴ
ル
フ
シ
ョ
ッ
プ

が
店
頭
に
お
い
て
く
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
龍
馬
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
『
知
恵
と
工

夫
、
実
行
力
』
で
す
。
ど
こ
の
ゴ
ル
フ
シ
ョ
ッ

プ
に
も
置
い
て
い
な
い
の
に
、
広
告
を
大
量
に

出
し
た
の
で
す
。
「
お
求
め
は
、
お
近
く
の
有

名
ゴ
ル
フ
シ
ョ
ッ
プ

ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
」
と
。

そ
し
て
、
全
国
の
ゴ
ル
フ
シ
ョ
ッ
プ
に
「
ス
イ

ン
グ
何
と
か
と
い
う
の
は
、
注
文
で
き
ま
す
か
」

と
電
話
を
か
け
ま
く
っ
た
の
で
す
。
結
果
、
売

れ
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
、
「
世
界
一
飛
ぶ
ク
ラ
ブ
を
作
る
」

苦
難
が
七
年
間
続
き
ま
し
た
。

二
億
円
超
の
自
己
資
金
を
使
い

果
た
し
、
よ
う
や
く
完
成
し
た

も
の
の
、
十
万
円
も
す
る
ド
ラ

イ
バ
ー
を
ど
う
販
売
す
る
か
が

最
大
の
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で
、

『
知
恵
と
工
夫
、
実
行
力
』
で

す
。
「
他
の
最
新
ク
ラ
ブ
よ
り

飛
ば
な
け
れ
ば
、
ご
返
品
下
さ

い
」
と
。
そ
し
て
、
全
国
の
ゴ

ル
フ
シ
ョ
ッ
プ
に
「
リ
ョ
ー
マ

の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
い
つ
か
ら
入

り
ま
す
か
」
と
電
話
を
か
け
ま

く
っ
た
の
で
す
。
結
果
、
売
れ

ま
し
た
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
、

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
で
は
な
く
、

有
名
ゴ
ル
フ
好
き
を
登
用
し
た

の
も
影
響
は
大
き
か
っ
た
で
す
。

リ
ョ
ー
マ
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

昨
年
末
に
、
出
身
地
の
日
高
村
に
恩
返
し
す

る
た
め
、
リ
ョ
ー
マ
の
商
品
を
利
用
し
た
日
高

村
ふ
る
さ
と
納
税
「
龍
馬
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
開

始
、
こ
の
半
年
で
一
億
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

恩
返
し
も
よ
い
も
の
で
す
。

リ
ョ
ー
マ
ゴ
ル
フ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
今
、

世
界
（
日
本
）
で
も
っ
と
も
飛
ぶ
と
言
わ
れ
て

お
り
、
ビ
ー
ト
た
け
し
氏
、
原
辰
徳
氏
、
安
倍

晋
三
氏
ら
数
多
く
の
著
名
人
が
使
用
し
て
い
ま

す
。
リ
ョ
ー
マ
ゴ
ル
フ
の
縁
で
、
先
日
、
安
倍

氏
と
直
接
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

龍
馬
さ
ん
の
時
代
な
ら
、
山
内
容
堂
候
ど
こ
ろ

か
将
軍
様
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
龍
馬
さ

ん
に
も
「
お
ん
し
ゃ
あ
、
ま
っ
こ
と
や
る
ね
え
」

と
褒
め
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

二

〇

一

七

年

記

念

講

演

今
年
の
関
東
支
部
同
窓
会
の
記
念
講
演
は
、
リ
ョ
ー
マ
ゴ
ル
フ
の
谷
本
俊
雄

社
長
（
五
八
回
生
）
に
よ
る
「
俊
雄
が
ゆ
く
」
で
し
た
。
谷
本
社
長
は
大
学
在

学
中
に
教
材
販
売
会
社
を
起
業
し
、
そ
の
後
、
ゴ
ル
フ
業
界
で
一
旗
揚
げ
る
た

め
リ
ョ
ー
マ
ゴ
ル
フ
を
設
立
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
大
盛
況
だ
っ
た
講
演
の

内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

川
上
正
衡
（
五
八
回
生
）
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●
新
体
制
ス
タ
ー
ト

校
長
の
交
替
と
校
務
分
掌
の
部
長
任
期
が
重
な

り
、
大
き
な
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
役

職
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

校
長

小
村
彰
、
教
頭

岡
松
宏
明
（
留
任
）

武
市
暢
久
・
松
村
誠
（
以
上
新
任
）
、
教
務
部
長

有
瀨
豊
（
新
任
）
、
生
徒
部
長

田
村
欣
久

（
新
任
）
、
進
路
部
長

藤
岡
優
太
（
留
任
）
、

図
書
部
長

入
交
一
夫
（
新
任
）
、
特
活
部
長

楠
目
博
之
（
留
任
）
、
環
境
部
長

吉
野
す
ず
し

（
新
任
）
、
事
務
長

上
田
哲
也
（
留
任
）
、
広

報
部
長
は
松
村
教
頭
が
兼
任
。
ま
た
、
学
年
主
任

は
高
三

久
米
將
裕
、
高
二

澁
谷
勉
、
高
一

阿
波
谷
博
史
、
中
三

福
留
正
仁
、
中
二

矢
野

弘
純
、
中
一

島
内
麻
千
子
の
各
先
生
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
の
新
規
採
用
は
国
語
・

数
学
・
社
会
（
地
歴
）
の
各
一
名
で
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

●
島
﨑
雄
一
先
生
ご
勇
退

数
学
科
の
島
﨑
雄
一
先
生
が
３
月
末
を
も
っ
て

定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
本
校
四
五
回
の

ご
卒
業
で
、
昭
和
五
十
年
着
任
さ
れ
て
以
来
、
数

学
の
授
業
で
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
る
の
は
も
と
よ

り
、
五
四
・
五
七
・
六
三
・
六
九
・
七
三
の
各
回

の
ク
ラ
ス
担
任
を
務
め
た
後
、
平
成
十
五
年
か
ら

十
年
間
教
務
部
長
と
し
て
、
学
校
の
運
営
に
大
き

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
、
本
校
の
最
大

の
特
徴
で
あ
る
生
徒
の
希
望
を
か
な
え
る
選
択
制

度
維
持
の
た
め
の
複
雑
で
膨
大
な
作
業
を
担
わ
れ

た
こ
と
。
ま
た
、
本
校
高
校
入
試
に
つ
い
て
、
そ

れ
ま
で
の
推
薦
入
試
と
一
般
入
試
を
一
体
化
さ
せ

る
新
し
い
制
度
の
実
現
に
導
か
れ
た
こ
と
は
、
先

生
の
大
き
な
功
績
と
し
て
今
後
に
語
り
継
が
れ
る

べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の

教
え
を
受
け
た
同
窓
生
と
と
も
に
、
厚
く
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
大
学
入
試
よ
く
健
闘
、
課
題
も

二
〇
一
七
年
度
大
学
入
試
の
結
果
を
み
る
と
、

全
体
と
し
て
、
現
役
生
（
九
二
回
生
）
・
既
卒
生

と
も
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
く
に
、

国
公
立
医
学
部
医
学
科
と
自
治
医
科
大
の
合
格
数

が
三
八
と
、
過
去
二
十
年
間
で
最
多
だ
っ
た
昨
年

と
肩
を
並
べ
る
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
の
数
は
全

国
の
高
校
の
中
で
二
六
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
難
関
十
大
学
の
合
計
合

格
数
は
四
五
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
超
難
関
で

あ
る
京
大
医
学
部
に
現
役
生
が
合
格
す
る
な
ど
、

胸
を
張
れ
る
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

一
方
で
東
大
の
合
格
数
は
二
名
、
し
か
も
現
役
生

は
ゼ
ロ
と
い
う
残
念
な
面
も
あ
り
、
高
い
レ
ベ
ル

を
目
指
す
意
欲
と
そ
れ
を
か
な
え
る
取
組
み
を
一

層
強
化
し
て
い
く
必
要
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

●
ク
ラ
ブ
も
頑
張
っ
て
い
ま
す

運
動
部
・
文
化
部
も
そ
れ
ぞ
れ
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
高
校
の
運
動
部
は
、
五

月
二
十
日
か
ら
始
ま
る
県
体
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
を
目
指
し
て
戦
い
に
挑
み
ま
す
。
厳
し
い
戦
い

に
な
り
そ
う
で
す
が
、
一
つ
で
も
多
く
の
部
が
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
で
き
る
よ
う
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
と
も
言
え
る
全
国
総
文
祭
に
は
、
本
校
か
ら
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
・
吹
奏
楽
・
美
術
・
書
道
・
放
送
・
小

倉
百
人
一
首
か
る
た
の
六
部
門
に
合
計
四
三
名
が

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
囲
碁
将
棋
は

五
月
中
に
決
定
）
。
高
知
県
全
体
の
参
加
数
が
一

七
六
名
で
す
の
で
、
ほ
ぼ
四
分
の
一
を
本
校
で
占

め
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
年
の
総
文
祭
は

宮
城
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
三
年
後
、
本
校
創

立
百
周
年
の
二
〇
二
〇
年
の
総
文
祭
は
高
知
県
開

催
で
す
。
そ
の
中
心
を
担
う
べ
く
、
さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
学
校
の
取
組
み
を
進
め
る
上
で
、
昨

年
ス
タ
ー
ト
し
た
新
世
紀
募
金
に
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
浄
財
が
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。
新
年
度

か
ら
は
生
徒
お
よ
び
教
職
員
の
海
外
研
修
制
度
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
も
着
実
に
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ま
の
物
心
両
面
に
わ

た
っ
て
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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四
月
十
五
日
（
土
）
、
関
西
支
部
同
窓
会
の
前
に
行
わ
れ

た
本
部
主
催
の
本
部
支
部
連
絡
協
議
会
で
は
、
本
部
か
ら
の

報
告
事
項
の
後
、
支
部
の
現
状
や
今
後
の
検
討
課
題
に
つ
い

て
、
大
変
意
義
の
あ
る
意
見
交
換
が
出
来
ま
し
た
。
各
支
部

本
部
共
通
し
て
い
た
課
題
は
、
同
窓
会
活
動
に
六
十
回
生
代

の
参
加
者
が
少
な
い
こ
と
。
ま
た
、
大
学
を
卒
業
さ
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
方
が
「
在
学
中
」
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

そ
の
解
消
に
向
け
て
、
有
効
な
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
実
行

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
本
部
二
〇
一
七
年
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
総
会
は
、

八
月
十
二
日
（
土
）
に
行
い
ま
す
。
筆
山
ホ
ー
ル
講
演
は
、

母
校
の
現
役
の
先
生
、
広
井
護
先
生
（
四
八
回
生
）
に
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
広
井
先
生
は
昨
年
本
を
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
が
す
ご
い
人
気
で
、
さ
ら
に
四
月
か
ら
高
知
新
聞

に
「
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
の
ス
リ
ル
と
サ
ス
ペ
ン
ス
」
と
題
し

て
連
載
を
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
授
業
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ

ん
は
、
学
生
の
頃
に
す
ぐ
に
戻
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
し
、

初
め
て
聞
か
れ
る
方
も
、
文
学
作
品
の
「
読
み
の
ス
リ
ル
と

サ
ス
ペ
ン
ス
」
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
て
い
か
れ
る
こ
と
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
丁
度
「
よ
さ
こ
い
祭
り
」
の
時
期
で
す
の
で
、

是
非
ご
帰
高
さ
れ
、
合
わ
せ
て
存
分
に
お
楽
し
み
下
さ
い
。

３
月
に
高
知
城
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
高
知
城
歴
史
博
物
館
」

（
写
真
上
）
も
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
！

同
窓
会
本
部

会
計

千
頭

裕
（
五
八
回
生
）

■
総
会
の
ご
報
告

六
月
三
日
（
土
）
霞
ヶ
関
ビ
ル
東
海
大
学
交
友
会
館
に
て
、

小
村
彰
新
校
長
等
を
お
招
き
し
て
、
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活
動
報
告
や
会
計
報
告
の
ほ
か
に
、
年
間
会
費
に
つ
い
て

の
議
案
が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
同
窓
会
の
財
政
基

盤
の
強
化
と
事
務
負
担
の
削
減
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
、
会

計
と
し
て
新
役
員
に
山
下
通
子
さ
ん
（
五
三
回
生
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

■
記
念
講
演

今
年
は
、
株
式
会
社
リ
ョ
ー
マ
ゴ
ル
フ
代
表
取
締
役
の
谷
本

俊
雄
さ
ん
（
五
八
回
生
）
の
ご
講
演
。
高
校
生
の
頃
か
ら
の

ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
や
、
開
発
商
品
の
販
売
戦
略
。
そ
し
て
出
身

地
日
高
村
へ
の
貢
献
な
ど
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
を
三
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

■
懇
親
会

東
京
藝
術
大
学
の
声
楽
科
四
年
生
の
上
久
保
沙
耶
さ
ん

（
八
九
回
生
）
の
迫
力
あ
る
美
声
か
ら
懇
親
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。

総
勢
二
百
五
十
名
の
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
を
使
っ
た
友
達
作
り

企
画
に
、
会
場
内
を
う
ろ
う
ろ
。
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

■
そ
の
他
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新
第
十
四
条

年
間
会
費
は
一
口
三
千
円
と
し
、
会
報
の
発
行
を
は
じ

め
事
務
連
絡
費
・
通
信
費
な
ど
運
営
資
金
に
充
て
る
。
た

だ
し
、
学
生
か
ら
は
こ
れ
を
徴
収
し
な
い
。

（
施
行

平
成
二
九
年
六
月
三
日
）

は
ち
き
ん
会
の
お
し
ら
せ

十
月
一
四
日
（
土
）
十
五
時
半
か
ら

竹
芝
桟
橋
出
航
の
ヴ
ァ
ン
テ
ア
ン
号

ト

ワ

イ

ラ

イ

ト

ク

ル

ー

ジ

ン

グ

に

て

行
い
ま
す
。

学
生
・
社
会
人
交
流
会
の
お
し
ら
せ

十
一
月
二
五
日
（
土
）

午
後
二
時
受
付
開
始

東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス

生
協
食
堂
二
階

ダ
イ
ニ
ン
グ
銀
杏

学
生
千
円
・
社
会
人
三
千
円

お
手
本
に
し
た
い
土
佐
高
の
先
輩
が
き
っ
と
い
る
は

ず
で
す
。
ま
ず
は
交
流
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

前厚生労働事務次官の村木厚子

さん（４９回生）が４月１日付

けで理事に就任されました）

ご講演は、ライオンのCSR
推進部長兼企画担当部長の

小竹由紀さん（５１回生）

です。お友達をお誘いの上、

奮ってご参加ください。



若
手
の
会
の
起
こ
り

「
関
東
支
部
を
は
じ
め
土
佐
高
校
の
先
輩
方
に
は

す
ば
ら
し
い
方
々
が
お
る
の
に
、
関
東
支
部
総
会
で

の
基
調
講
演
・
懇
親
会
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
！
」

と
い
う
七
十
回
生
小
松
岳
志
先
輩
（
森
・
濱
田
松
本

法
律
事
務
所

パ
ー
ト
ナ
ー

在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
オ
フ
ィ

ス
）
の
強
い
思
い
か
ら
、
「
学
生
・
若
手
社
会
人
交

流
会
」
は
ス
タ
ー
ト
し
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
開
催

で
第
十
回
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
会
は
土
佐
中
・

高
等
学
校
同
窓
会
関
東
支
部
公
認
の
会
と
し
て
若
手

有
志
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

関
東
支
部
総
会
の
場
で
す
と
、
大
先
輩
が
多
く
、

学
生
・
若
手
社
会
人
は
ど
う
し
て
も
恐
縮
し
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。

そ
こ
で
小
規
模
（
ま
た
安
価
）
に
、
し
か
し
な
が

ら
コ
ン
テ
ン
ツ
は
普
通
で
は
な
か
な
か
聞
け
な
い
諸

先
輩
方
の
価
値
の
あ
る
お
話
し
を
提
供
し
、
そ
の
後

の
懇
親
会
で
は
し
っ
か
り
と
自
分
の
意
見
を
聞
い
て

も
ら
っ
た
り
、
交
流
を
図
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
大

き
な
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

二
〇
一
六
年
十
一
月
開
催
は

第
十
回
の
節
目
の
年
で
あ
っ
た

第
一
回
の
尾
崎
知
事
の
ご
出
演
か
ら
始
ま
り
、
現

関
東
支
部
長
で
あ
ら
れ
る
四
一
回
生
の
森
郁
夫
先
輩

（
当
時

富
士
重
工
業
社
長
）
に
も
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
ご
登
壇
頂

き
ま
し
た
。

十
回
目
の
節
目
の
年
と

な
っ
た
今
回
は
、
幹
事
一

同
で
再
度
会
の
趣
旨
、
今

後
の
方
向
性
を
し
っ
か
り

と
議
論
し
ま
し
た
。

学
生
・
若
手
社
会
人
に

伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
・

テ
ー
マ
を
明
確
に
し
、
ご
登
壇
頂
く
先
輩
方
も
、
例

年
に
比
べ
る
と
年
齢
層
の
若
い
、
広
い
分
野
の
先
輩

方
を
お
招
き
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

ま
し
た
。

学
生
・
若
手
社
会
人
に
は
、
分
か
り
易
く
、
実
践

し
易
い
内
容
を
お
話
し
頂
け
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
手
の
会
の
今
後
に
つ
い
て

継
続
は
力
な
り
の
精
神
で
ま
ず
は
続
け
て
い
く
こ

と
、
根
本
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
変
え
る
こ
と
な
く
、

一
方
で
マ
ン
ネ
リ
化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
激

変
し
て
い
く
時
代
を
捉
え
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
幹
事
一

同
で
議
論
し
、
提
供
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。ご

参
加
頂
け
な
い
と
会
は
開
催
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

是
非
多
く
の
卒
業
生
に
本
会
の
存
在
を
知
っ
て
頂
き
、

ご
参
加
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
必
ず
や
得
ら
れ
る

も
の
を
提
供
で
き
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
幹
事
も
一
年
一
年
歳
を
と
り
ま
す
の
で
、

会
の
趣
旨
に
賛
同
頂
け
る
若
い
後
輩
に
も
是
非
幹
事

と
し
て
参
加
し
て
頂
き
た
い
で
す
し
、
次
世
代
へ
バ

ト
ン
を
渡
し
な
が
ら
、
定
番
の
会
と
し
て
続
け
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
ご
登
壇
頂
き
、

ま
た
後
方
で
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
諸
先

輩
方
に
は
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
、
あ
ら
た
め
ま
し

て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

若
い
力
で
運
営
し
て
い
る
会
で
す
の
で
、
時
と
し

て
方
向
を
誤
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
様

何

卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

幹
事
一
同
（
加
藤
丈
典
・
七
六
回
生
）
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二
〇
一
六
年
十
一
月
五
日
、
学
生
・
若
手
社
会
人
交
流
会
イ
ン
二
〇
一
六
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
会
は
、
一
部
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
二
部
が
懇
親
会
と
い
う
二
部
構
成
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
当
日
の
モ
デ
レ
ー
タ
ー
（
司
会
）
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
八
三
回
生
の
結
城
優
と
申
し
ま
す
。
当
日
の
様
子
等
に
つ
い
て
、

簡
単
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
「
私
た
ち
が
三
十
歳
ま
で
の
土
佐
高
生
に
絶
対
伝
え
た
か
っ

た
仕
事
の
話
」
と
題
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
職
員
の
三
浦
先
輩
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
デ

ハ
ラ
ユ
キ
ノ
リ
先
輩
、
弁
護
士
・
歯
科
医
の
堀
内
先
輩
と
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
第
一
線
で
ご
活

躍
中
の
三
名
の
土
佐
高
の
先
輩
方
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
お
招
き
し
ま
し
た
。
「
三
十
歳
ま
で
の
土

佐
高
生
に
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
私
自
身
二
十
代
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
当
日
を
大
変
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
今
ま
で
に
な
い
試
み
と
し
て
、
開
始
直
後
に
パ
ネ
ラ
ー
の

方
々
と
参
加
者
全
員
で
の
乾
杯
（
！
）
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
口
が
滑
ら
か
に
な
っ

た
パ
ネ
ラ
ー
の
方
々
か
ら
、
「
そ
ん
な
こ
と
ま
で
！
？
」
と
い
う
よ
う
な
話
を
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
会
場
の
参
加
者
と
の
双
方
向
の
交
流
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。
土
佐
高
出
身
の
皆
さ

ん
な
ら
、
お
酒
で
も
呑
み
な
が
ら
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
た
と
き
の
方
が
、
面
白
い
ア
イ
デ
ィ
ア

が
出
た
り
話
が
盛
り
上
が
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
経
験
と
し
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
（
司
会
）
と
し
て
は
、
時
間
配
分
を
気
に
し
な
が
ら
、
口
が
滑
ら
か

に
な
り
す
ぎ
た
パ
ネ
ラ
ー
た
ち
に
割
り
込
ん

で
い
く
の
に
は
苦
労
し
ま
し
た
…
（
笑
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
に
は
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
印
象
的
だ
っ
た

の
は
、
大
先
輩
の
方
々
か
ら
も
、
「
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
み
よ
っ
た
ら
、
若
い
人

た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
た
わ
！
あ
り

が
と
う
！
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
で
す
。

「
三
十
歳
ま
で
の
土
佐
高
生
」
に
限
ら
ず
、

す
べ
て
の
参
加
者
に
意
味
の
あ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

（
結
城
優

・
八
三
回
生
）
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パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

感想やご意見をいただきました
若手社会人だけでなく、

中堅、経営者層など、幅広い年

齢層の交流も考えたらどうでしょう

か？若手同窓生の関わりが広く

深くなることを期待して

います。

講 師 の みなさま が

パーソナルエリアの的を瞬

間的にすっぱ抜く人間力は魅力的で

した。また、その準備にご苦労されたと

いうことも印象的でした。段取り

ごくろうさまといいたいで

す。

高知県からの参加でした。高知

を出て活躍されている方がどのよ

うに外の世界と関わり、高知や土佐高校を

どのように見ているのか少し知ることが出来て

興味深かったです。県外在住の土佐高校の卒業生

は、これからの母校や高知にとって、とても大

切な存在です。関東支部の活動が今後ま

すます活発になることを期待して

います。

自 分 に 合った仕 事

に就くには、他人からのア

ドバイスや恩師との関わりを大切に

すること。独身ならば、転職の時期や方

向性も自分を信じてみること。他人の人

生や人生観を聞く機会の大事なこ

と。いろいろ発見がありま

した。
例年とはかなり雰囲気の違う

会になりましたが、ざっくばらんに先輩

方の学生時代のお話や現在の仕事などをお

伺いすることができ、学生の方にとっては、

社会人が少し身近に感じられるような会に

なったのではないかなと思います。若手社

会人としても、少し先を走る先輩のお話を

伺うことができ、とても参考になりました。

来年以降もパワーアップした会にしていけ

ればと思います。

一つのキャリア

コースを突っ切ってい

く感じの方はいらっしゃら

なかったが、結局そのような

レールに乗った順当な生き方

でない生き方をするのは難し

い。その中で様々なコース

を生きてきた方の話を聞

けるのは有意義だっ

た。



パネラーの皆様、幹事の皆様、今回より始

まった新しい企画、大変面白い企画で楽し

い時間を過ごすことができました。特に今

回は同世代がパネラーで、転職をする勇気

も力もない、芸術のセンスない、たいした

資格もない自分には、同世代の先輩、後輩

の活躍が刺激となり、頑張ろうという気持

になりました。

高知を離れ早や２０年、高知の話、土佐の

話ができるのも同窓生の集まり位です。ア

ラフォーながら、若手の会に都合がつけば

参加させて頂いております。

参加資格は「若手だという気持」ですので、

皆様もご参加を。
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十
一
月
五
日
に
行
わ
れ
た
土
佐
高
若
手
の
会
に
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
の
き
っ
か
け
は
同
級
生
の
デ
ハ
ラ
ユ
キ
ノ
リ
か
ら
、
今
度
、
土
佐
の
後
輩
と
一
緒
に
飲
も
う

と
い
う
誘
い
。
そ
の
誘
い
を
安
易
に
受
け
て
し
ま
い
、
予
想
も
せ
ず
若
手
の
会
の
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
参
加
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
の
経
験
を
話
す
こ
と
が
後
輩
た
ち
の
役
に
立
つ
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
就

職
活
動
や
転
職
活
動
に
つ
い
て
な
ら
ば
、
興
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
ど
ん
な
就
職
活

動
を
し
て
、
ど
う
し
て
転
職
し
た
か
に
つ
い
て
話
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

自
分
の
就
職
活
動
中
、
い
ま
で
も
印
象
的
に
覚
え
て
い
る
の
は
、
銭
湯
で
知
り
合
っ
た
お
じ
さ

ん
が
、
「
わ
し
ら
、
定
年
に
な
っ
て
か
ら
こ
の
仕
事
が
自
分
に
合
っ
て
た
か
ど
う
か
考
え
る
の
に
、

大
学
生
や
ら
が
『
こ
の
仕
事
が
い
ち
ば
ん
』
て
わ
か
る
か
い
。
」
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。

『
こ
の
会
社
で
働
き
た
い
』
と
思
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た

考
え
の
せ
い
で
自
分
の
可
能
性
を
せ
ば
め
て
し
ま
う
こ
と
は
実
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。

若
手
の
会
に
参
加
し
て
い
た
後
輩
た
ち
に
は
、
志
望
す
る
会
社
や
業
界
を
せ
ば
め
る
こ
と
な
く
、

目
一
杯
頑
張
っ
て
欲
し
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。
興
味
の
な
い
業
界
の
説
明
会
で
学
ん
だ
内
容
が
、

志
望
し
て
い
る
会
社
の
面
接
で
生
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

三
十
代
前
半
、
外
資
系
保
険
会
社
か
ら
テ
レ
ビ
局
へ
転
職
し
ま
し
た
。
十
年
近
く
営
業
職
を
務

め
、
営
業
以
外
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
よ
う
と
、
社
会
人
大
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
が
転
職
の
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
い
ま
で
も
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
な
が
ら
大
学
院
と
は
我
な
が
ら
よ
く
そ

ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
の
も
、
高
校
、
大
学
と
い
っ
た
学
生
時
代
に
全
力
で
遊
ん
だ
か

ら
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
四
十
代
に
な
り
、
周
り
の
同
級
生
の
活
躍
を
見
て
い
る
と
、
勉
強
で

も
サ
ー
ク
ル
活
動
の
よ
う
な
遊
び
で
も
学
生
の
う
ち
に
懸
命
に
何
か
に
打
ち
込
む
こ
と
が
、
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

後
輩
た
ち
に
は
学
生
時
代
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
や
、
若
い
う
ち
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
頑
張
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

期
せ
ず
し
て
、
こ
の
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
母
校

と
の
繋
が
り
を
久
し
ぶ
り
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
二
十
歳
以
上
も
歳
の
は
な
れ
た
後
輩
た
ち
、
顔
も

名
前
も
知
ら
な
い
後
輩
な
の
で
す
が
、
や
は
り
母
校
の

後
輩
は
か
わ
い
い
も
の
で
す
。
か
わ
い
い
後
輩
を
少
し

で
も
励
ま
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
参
加
し
て

よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
三
浦
聡
樹
・
六
八
回
生
）

私たちが30歳までの土佐高生に絶対に伝えたかった仕事の話

たくさんの参加者から
とても面白いディ

スカッションでした。集

客には肩書も重要ですが、内

容はパネリストのパーソナリ

ティ・経験によるところ

が大きいですね。

パ ネ ル ディスカッ
ションも非常に面白く、飽き

ずにタメになる情報をたくさん

聞かせていただくことができました。そ

の後の立食でも何学年も上の先輩方から有益

なお話をたくさん聞くことができてよかっ

たです。非常に面白く有益な会でし

た。

人と人が直接

出会う場を作る

のは、そもそも

手間がかかるこ

とだと経験上思

います。その手

間を惜しまず、

出会いからしか

生まれないもの

を期待して、今

後も続けていた

だければと願い

ます。

自分の東京での大学生時代・２０

歳代・３０歳代に、こういった同

窓の先輩・後輩と土佐弁で素直に

話す機会があれば、自分の日々の

過ごし方や仕事・生活についての

視点のヒントになったかも、と思

いました。その意味で、自分の過

去の、特に失敗話が、後輩の皆さ

んの何らかの参考になるのであれ

ば、これまでそんな立場ではない

と考えてきましたが、今ぐらいの

年齢になると、そういう場に出て

行くのも少しは意味があるのか、

と考えさせられました。
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四
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
「
日
本
人
の
お
な
ま

え
っ
！
」
と
い
う
番
組
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
「
名
字
」
を
取
り
上
げ
た
番
組

に
出
演
し
て
き
ま
し
た
が
、
「
名
前
」
そ
の
も

の
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
据
え
て
、
毎
週
放
送
す

る
と
い
う
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
し
か
も
、
毎
週
木
曜
日
「
七
時
の
ニ
ュ
ー

ス
」
に
続
い
て
放
送
と
い
う
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ

ム
で
す
か
ら
驚
き
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
い
き
な
り
決
ま
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
昨
年
、
昨
年
と
二
回
に
わ
た
っ

て
特
番
と
し
て
放
送
し
、
そ
れ
な
り
の
反
響
や

視
聴
率
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
定
時
化
し
た
も
の

で
す
。
実
は
最
初
の
特
番
に
呼
ば
れ
た
時
か
ら
、

担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
「
将
来
的
に
は
レ
ギ
ュ

ラ
ー
番
組
に
し
、
毎
週
放
送
を
目
指
し
て
い
ま

す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
正
直
「
何
言
っ
て

ん
だ
か
」
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
三

年
後
に
本
当
に
毎
週
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
当
に
驚
い
た
の
は
そ
ん
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
収
録
開
始
直
前
、
実
質
的

に
仕
切
っ
て
い
る
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
番
組
の
開
始
に
あ
た
っ
て
「
チ
ー
フ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
に
ご
挨
拶
を
」
と
言
わ
れ
て
エ
ラ

イ
人
に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
、
番
組
全

体
を
統
括
し
て
い
る
国
見
太
郎
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
は
、
な
ん
と
土
佐
校
六
四
回
生
で
し
た
。

「
日
本
人
の
お
な
ま
え
っ
！
」
は
土
佐
校
Ｏ

Ｂ
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

※
小
学
館
よ
り
「
名
字
で
わ
か
る

あ
な
た
の

ル
ー
ツ
」
好
評
発
売
中

「日
本
人
の
お
な
ま
え
っ
！
」裏
話

森
岡

浩
（五
五
回
生
）

ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
支
援
会

代
表

浅
井
和
子
（
三
五
回
生
）

事
務
所
電
話

０
３
（
３
２
３
４
）
３
８
３
８

土

佐

校

生

十

四

人

過

去

最

多

の
参
加
で
す

八
月
十
八
日
に
来
日
す
る
ガ
ー
ナ
高
校
生
二
一
人

に
と
っ
て
、
今
年
は
特
別
な
年
で
す
。
独
立
六
十
周

年
、
日
本
・
ガ
ー
ナ
の
国
交
樹
立
六
十
周
年
、
更
に

医
学
の
恩
人
野
口
英
世
博
士
の
ガ
ー
ナ
上
陸
九
十
周

年
に
あ
た
る
か
ら
で
す
。
こ
の
節
目
の
年
に
東
京
と

福
島
県
猪
苗
代
（
野
口
博
士
生
誕
地
）
で
行
わ
れ
る

両
国
学
生
の
交
流
を
取
材
す
る
た
め
、
ガ
ー
ナ
国
営

テ
レ
ビ
の
ク
ル
ー
も
来
日
し
ま
す
。

土
佐
中
学
・
高
校
生
十
四
人
（
過
去
最
多
）
も
上

京
、
東
京
交
流
最
終
日
の
八
月
二
七
日
（
日
）
に
は
、

都
内
高
校
生
や
ガ
ー
ナ
高
校
生
と
共
に
「
原
宿
・
表

参
道
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ
い
祭
」
で
演
舞
を
披
露
し
ま

す
。
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
の
前
で
い
っ
そ
う
張
り
切
る

「
ロ
ッ
テ
・
ガ
ー
ナ
よ
さ
こ
い
連
」
に
ご
声
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

（
午
前
十
一
時
四
十
分

表
参
道
行
進
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
ト
）

ガ
ー
ナ
高
校
生
交
流
は
お
蔭
さ
ま
で
十
四
年
目
。

皆
様
の
物
心
両
面
で
の
ご
支
援
に
深
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
日
程
詳
細
は
後
日
関
東
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

原宿・表参道スーパーよさこい
８月２７日（日）

２０１６年 演舞の合間に友達同士
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筆
山
会
の
新
年
会
が
一
月
十
四
日
に
新
日
鐵
住
金
代
々

木
倶
楽
部
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

森
健
さ
ん
の
ご
挨
拶
の
後
、
森
郁
夫
さ
ん
（
四
一
回
生
）

の
乾
杯
で
陽
射
し
が
差
し
込
み
明
る
い
室
内
は
一
気
に
お

き
ゃ
く
モ
ー
ド
に
。
盛
り
上
が
り
も
高
知
さ
な
が
ら
で
、

同
好
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
近
況
を
報
告
す
る
声
も

だ
ん
だ
ん
と
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
す
ま
す
元
気
な
二
三
回
生
の
森
健
さ
ん
と
吉
本
敏
雄

さ
ん
は
、
「
素
敵
だ
な
あ
」
「
立
派
だ
な
あ
」
と
憧
れ
る

存
在
で
す
。
参
加
の
多
い
三
七
と
三
八
回
生
の
勢
力
は
七

〇
歳
を
超
え
て
い
る
と
は
思
え
な
い
パ
ワ
ー
を
持
続
中
。

年
の
初
め
に
、
健
康
を
確
か
め
合
い
、
ま
た
逝
っ
て
し
ま
っ

た
友
を
想
い
、
土
佐
高
時
代
の
武
勇
伝
を
懐
か
し
む
筆
山

会
。
和
や
か
な
時
間
が
参
加
者
全
員
の
心
を
豊
か
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。

編
集
員

清々しい明治神宮で１年の健康を祈願

岡部直明さん（４０回生）黒川雄爾さん（３７回生）岩井千尋さん（４２回生） ８８回生の中谷君・川崎君も参加

筆
山
会新

年
会
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１９９５年３８回生の会合で「５０

歳までに富士山に登ろう」「登ったこ

とないろう」「しいよいき」の言葉で

始まった富士登山の会は，酒席での打

ち合わせばかりで、実行は２年後の１

９９７年で、３７・３８回生主体の夫

妻、子供連れで総勢２８名の１泊２日

の登山であった。登山後の反省会の折、

飲んだら話はデカくなり、「買い揃え

た装備もあるき、これから年１回百名

山を目指そう」「山旅の後のビールは

うまいぜよ」「会の名は土佐ハイクの

会としよう」と反省会が発足会となっ

た。その後は尾瀬至仏山、乗鞍、立山

等々錚々たる山を登り、ある時昼食で

立ち寄った山の茶屋でハイクの会を俳

句の会に間違われた不純な動機で１１

回目より俳句もやろうとなった。その

後メンバーを増やしつつ、２０回を数

え今日に至っている。

百名山を登ろうと決めた会ではある

が、手の届かないところもあり２０年

で１５座がやっと。百名山と言われる

だけのことあり、自主登山で百名山を

目指すメンバーでも４０座が精一杯。

その百名山を昨年１０月、池田君が踏

破した。

池田君のハイクの会初参加は、２０

１３年の第１７回の蔵王、安達太良山

（いずれも百名山）。高血圧とコレス

テロールの克服、アルツハイマーの予

防のため、数年前からランニングをや

り、血圧は正常に腹も凹んできた。こ

れからはトレッキングで、山上からの

景色や花々の素晴らしさに触れる喜び、

爽やかな感動を味わいたいとの参加だっ

たが、当初は山旅より速さを競い、後

のビールのために登っているようだっ

た。

百名山踏破を目標に決め、最初の２

０１３年の７月から２０１４年１１月

までになんと合計５６座。次シーズン

４月から１１月に２６座。そして２０

１６年４月から９月まで難関の１７座

合計９９座を踏破し、あとは穂高を残

すのみとなる。ハイクの会有志での百

名山踏破祝賀登山計画は、メンバーの

急逝もありはたせず。１０月３日に穂

高登頂を果たした。１座目から３年３

か月で成し遂げた快挙であった。全く

の素人あった池田君が、失敗と反省を

繰り返し、百名山踏破し得たのは目標

に向かう強い意志よりも、それに向か

わせた山の総体的魅力と支えた健康な

体であったと思う。

土佐ハイクの会も発足して２１年目

を迎えた。これからも山々の四季のう

つろいのすばらしさを満喫するため続

け、いつの間にか３０年経っていたこ

とになっているかも知れない、そうあ

りたいものだ。

（３８回生・中島宏）

土佐ハイクの会

池田勲夫さん（３８回生）

百 名 山 踏 破

土佐ハイクの会参加者募集

燧ケ岳登山と
ひうちがたけ

尾瀬ハイク
平成２９年９月２日・３日

１日目 集合７時１５分
新宿工学院大学前
観光後 御池ロッジ泊

２日目 登山組は燧ケ岳へ
散策組みは尾瀬沼へ
解散 新宿２０時予定

大人 27,000円（１泊４食）
子供 15,000円

お申し込みは
池田勲夫 090-5553-1119
isao.ikeda_6230@song.ocn.ne.jp
中島 宏 080-5932-7272
n-hirojie@keb.biglobe.ne.jp

ご家族一緒にご参加ください！

（左）中島宏さん・百名山踏破の池田勲夫さん
（右）アルバム作成の沢村武彰さん



神
田
明
神
社
の
由
緒
に
関
し
て
は
、
江
戸
期

の
資
料
も
そ
の
後
に
書
か
れ
た
書
物
も
社
傳
を

元
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
社
傳
に
よ

る
と
、
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
創
建
と
あ
る
か

ら
す
で
に
約
千
三
百
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
、
江
戸
で
最
も
古
い
神
社
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

場
所
は
芝
崎
村
（
後
の
神
田
橋
御
門
内
、
現

在
の
大
手
町
）
に
あ
っ
た
が
、
中
古
長
く
荒
廃

し
、
神
燈
既
に
絶
え
な
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
、

徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
第
二
世
遊
行
上
人
東

行
の
み
ぎ
り
、
往
古
東
国
に
て
憤
死
し
た
る
平

将
門
の
霊
を
合
わ
せ
て
篤
く
葬
り
、
神
田
明
神

と
称
え
た
。

現
在
に
至
る
ま
で
神
田
明
神
社
の
祭
神
は
、

恵
比
寿
様
、
大
黒
様
、
将
門
様
の
三
柱
で
あ
る
。

将
門
様
は
別
に
し
て
恵
比
寿
様
・
大
黒
様
が
主

神
な
の
で
、
商
売
の
神
様
と
し
て
神
田
明
神
は

江
戸
庶
民
の
信
仰
を
集
め
た
。

江
戸
の
氏
子
は
神
田
明
神
と
日
枝
山
王
神
社

に
二
分
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
山
王
神
社
は
徳
川
家
の
産
土
神
（
う
ぶ
す

な
が
み
）
で
あ
り
幕
府
に
篤
く
保
護
さ
れ
て
い

た
。
神
田
明
神
は
江
戸
市
民
の
神
様
と
し
て
主

と
し
て
江
戸
の
町
人
に
支
え
ら
れ
た
。

<

神
田
明
神
祭
礼>

神
田
・
山
王
の
両
神
社
の
祭
礼
は
、
江
戸
の

二
大
祭
り
と
し
て
江
戸
の
町
民
を
二
分
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
た
。
両
祭
と
も
、
二
年
に
一
度
盛

大
な
「
本
祭
り
」
を
行
っ
た
。
間
の
年
は
静
か

な
陰
祭
り
で
、
派
手
な
練
物
や
神
輿
は
出
な
い
。

神
田
明
神
の
祭
礼
は
九
月
十
五
日
と
昔
か
ら

決
ま
っ
て
い
た
（
現
在
は
五
月
十
五
日
に
変
更

さ
れ
て
い
る
）
。
神
田
明
神
御
祭
礼
と
言
え
ば
、

江
戸
前
期
か
ら
現
代
ま
で
、
何
と
い
っ
て
も
本

祭
り
の
派
手
な
賑
わ
い
に
尽
き
る
。
各
町
よ
り

出
さ
れ
た
神
輿
や
華
麗
な
山
車
（
だ
し
）
が
多

く
の
人
々
の
目
を
ひ
き
つ
け
た
が
、
そ
れ
を
凌

ぐ
ほ
ど
の
人
気
が
あ
っ
た
の
が
附
祭
（
つ
け
ま

つ
り
）
と
言
わ
れ
た
出
し
物
で
あ
っ
た
。
曳
き

物
と
呼
ば
れ
た
巨
大
な
張
り
ぼ
て
の
人
形
や
踊

り
子
を
乗
せ
た
踊
り
屋
台
な
ど
で
あ
る
。

江
戸
の
最
盛
期
は
文
化
・
文
政
（
一
八
〇
四

～
三
〇
）
で
あ
る
。
神
田
祭
は
こ
こ
に
空
前
絶

後
の
盛
況
に
達
し
た
。
当
時
の
書
物
「
江
戸
名

所
図
会
」
に
も
「
・
・
・
練
物
だ
ん
じ
り
等
善

尽
く
し
美
を
尽
く
し
、
町
中
を
引
渡
す
。
是
一

時
の
壮
観
な
り
。
こ
の
日
都
下
の
貴
賤
、
桟
敷

を
か
け
て
見
物
す
。
・
・
・
」
と
あ
る
。

幕
末
に
は
江
戸
市
民
の
内
、
零
細
商
人
や
職

人
が
「
江
戸
っ
子
」
を
自
負
し
て
い
た
が
、
頭

に
血
の
多
い
の
が
、
お
祭
り
と
言
え
ば
、
分
け

て
気
が
立
っ
て
、
特
に
神
田
っ
子
の
勢
い
は
凄

ま
じ
い
も
の
が
あ
っ
た
。
本
祭
り
の
年
に
な
る

と
夏
前
か
ら
気
が
そ
わ
そ
わ
し
、
仕
事
も
身
が

入
ら
ず
、
何
と
か
祭
り
に
参
加
し
て
騒
ぎ
立
て

た
い
と
願
っ
た
。
自
分
一
人
の
着
る
祭
り
衣
装

だ
け
で
も
非
常
に
高
価
だ
っ
た
が
、
借
金
し
て

祭
り
衣
装
を
調
え
、
祭
当
日
は
朝
早
く
か
ら
夜

ま
で
狂
い
ま
わ
っ
た
。
職
人
の
親
方
ぐ
ら
い
の

顔
役
に
な
る
と
自
分
の
娘
に
豪
華
な
衣
装
を
着

せ
て
踊
り
屋
台
に
乗
せ
て
一
日
練
り
ま
わ
さ
せ

る
の
が
最
大
の
願
い
で
あ
っ
た
。
天
保
の
頃
、

須
田
町
に
或
る
大
工
の
棟
梁
が
い
た
が
、
大
借

金
し
て
、
神
田
祭
の
踊
り
屋
台
に
お
の
が
娘
を

出
す
。
祭
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
ど
う
算
段
し
て

も
そ
の
借
金
が
返
せ
ず
、
と
う
と
う
九
月
の
末

に
夜
逃
げ
し
て
し
ま
っ
た
。
た
ぶ
ん
三
百
両
も

か
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
噂
さ
れ
た
。
市
井
の

江
戸
人
は
利
口
で
な
い
に
も
せ
よ
、
お
祭
り
と

夜
逃
げ
と
一
度
に
や
る
元
気
が
あ
っ
た
。

「
江
戸
っ
子
は
女
房
子
供
を
質
に
入
れ
て
も

祭
に
出
る
」
と
言
わ
れ
た
が
、
実
際
、
女
房
・

娘
を
質
に
入
れ
て
資
金
を
得
て
、
祭
り
に
浮
か

れ
る
連
中
も
多
か
っ
た
。
「
質
に
入
れ
る
」
は

も
ち
ろ
ん
比
喩
で
あ
る
。
天
保
の
頃
だ
が
、
こ

の
風
潮
を
平
戸
の
殿
様
松
浦
静
山
公
が
そ
の
有

名
な
随
筆
（
「
甲
子
夜
話
」
）
で
嘆
い
て
い
る

「
尤
も
歎
ず
べ
き
は
軽
賤
の
者
、
祭
礼
用
意
の

衣
服
等
の
料
に
支
ゆ
る
と
て
、
妻
娘
を
妓
に
売

こ
と
、
頗
る
有
と
聞
く
、
か
か
る
風
俗
を
見
捨

置
く
は
、
町
役
人
の
罪
と
い
ふ
べ
し
」
。

<

そ
の
後
の
神
田
祭>

明
治
に
入
っ
て
も
、
神
田
祭
の
本
祭
り
で
は
、

多
く
の
山
車
や
附
祭
が
繰
り
出
し
、
明
治
十
七

年
頃
ま
で
は
維
新
前
同
様
に
盛
況
で
あ
っ
た
。

し
か
し
追
々
道
路
上
に
電
車
の
架
線
や
電
線
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
、
背
の
高
い
山
車
（
花
車
、

傘
鉾
等
）
は
曳
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
祭

り
の
勢
い
は
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

現
代
の
神
田
祭
は
五
月
十
五
日
を
中
心
に
行

わ
れ
る
。
二
年
に
一
度
の
本
祭
り
は
、
昔
江
戸

中
が
浮
き
立
っ
た
ほ
ど
の
賑
わ
い
と
は
言
え
な

か
ろ
う
が
、
見
物
し
て
み
る
と
、
そ
の
喧
騒
・

繁
盛
ぶ
り
に
驚
く
。
今
は
山
車
は
明
神
境
内
に

一
台
ば
か
り
ご
参
考
で
飾
っ
て
あ
る
だ
け
で
巡

行
は
し
な
い
の
だ
が
、
神
輿
の
連
合
渡
御
の
日

は
百
丁
以
上
の
町
神
輿
が
、
日
本
橋
、
神
田
、

秋
葉
原
、
御
茶
ノ
水
周
辺
に
繰
り
出
し
、
囃
子

屋
台
は
、
葛
西
囃
子
の
伝
統
を
引
く
神
田
囃
子

を
、
笛
、
太
鼓
、
鉦
で
賑
や
か
に
は
や
し
立
て

て
、
神
輿
と
一
緒
に
町
中
を
練
り
歩
く
。
特
に

連
合
渡
御
最
後
の
、
百
丁
以
上
の
神
輿
の
明
神

社
へ
の
宮
入
り
の
光
景
は
圧
巻
で
あ
る
。
ま
た

徐
々
に
伝
統
的
な
附
祭
も
復
活
し
て
き
て
お
り
、

現
代
の
下
町
っ
子
だ
け
で
な
く
見
物
の
万
人
を

熱
狂
さ
せ
て
い
る
。（

四
一
回
生

西
岡
恒
憲
）
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江
戸
百
景
（十
一
）

神
田
明
神

（上）江戸切絵図＜尾張屋清七版（嘉永頃-1850頃）。
神田明神社は江戸時代に入ってから、神田橋外、駿
河台、湯島台と転々として、現在の宮元町（千代田区
外神田）に鎮座するに至った。

（上）歌川廣重「江戸名所」より「神田明神」(弘化年間-
1845頃)。神田明神は湯島台地の東端にあり、東側は
崖になっている（葦簀張りの向こう側）。崖下は下町で
「明神下」と呼ばれた。

（上）上図と同じ方向から筆者が撮影。今は明神下に
は大小のビルが建ち並んでいる。

（上）歌川廣重「名所江戸百景」よ
り「神田明神曙之景」（安政四年
頃-1857年頃）。前掲図より十年
ぐらい後の明神境内の初日の出
の図。神官や巫女が日の出を眺
めている。前方の民家の建ち並
んでいるところは「明神下」。野村
胡堂の小説の主人公銭形平次
は神田明神下に住んでいて「明
神下の親分」と呼ばれている。



平
成
十
七
年
に
肺
血
栓
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
症
候
群
）
で
突
然
倒
れ
、
救
急
車
で
昭
和
大

藤
が
丘
病
院
に
運
ば
れ
た
。
危
う
く
命
拾
い
を

し
、
一
月
半
後
に
退
院
、
退
職
し
た
。
こ
の
出

来
事
が
、
本
書
執
筆
の
キ
ッ
カ
ケ
で
あ
る
。

土
佐
中･

高
で
は
新
聞
部
活
動
に
熱
中
、
大

学
卒
業
と
同
時
に
学
研
・
く
も
ん
出
版
と
出
版

界
に
身
を
置
い
た
。
こ
の
間
、
日
本
民
族
学
会

に
属
し
、
毎
年
の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
シ
ッ

キ
ム
、
ニ
ア
ス
島
な
ど
海
外
の
辺
境
に
出
か
け
、

『
季
刊
民
族
学
』
『
週
刊
朝
日
』
な
ど
に
民
族

探
訪
記
を
発
表
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
発
病

で
酒
と
海
外
渡
航
が
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
と
な
っ

た
。
こ
の
頃
、
郷
里
の
実
家
に
残
さ
れ
て
い
た

古
文
書
や
絵
画
史
料
を
、
高
知
市
民
図
書
館
に

「
中
城
文
庫
」
と
し
て
収
め
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
史
料
整
理
・
台
帳
作
成
の
た
め
に
、
慣
れ

な
い
古
文
書
と
格
闘
せ
ざ
る
を
得
な
い
羽
目
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
下
級
武
士
だ
っ
た
先
祖
の

記
録
か
ら
、
坂
本
龍
馬
夫
妻
の
我
が
家
と
の
関

連
も
理
解
で
き
た
。

こ
う
し
て
、
民
族
探
訪
に
か
え
て
「
中
城
文

庫
」
を
解
読
、
郷
土
史
関
連
の
駄
文
を
綴
る
よ

う
に
な
っ
た
。
浮
世
絵
学
会
や
日
本
城
郭
協
会

に
も
所
属
、
新
し
い
視
点
か
ら
郷
土
史
に
迫
る

こ
と
や
新
史
料
の
発
掘
を
心
が
け
て
き
た
。
も

と
よ
り
歴
史
研
究
者
で
な
く
、
編
集
者
に
す
ぎ

な
か
っ
た
が
、
尾
藤
正
英
・
黒
田
日
出
男
・
小

和
田
哲
男
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
歴
史
家
と
接

し
て
き
た
の
で
、
「
門
前
の
小
僧
、
習
わ
ぬ
経

を
読
む
」
の
心
境
で
取
り
組
ん
だ
。
歴
史
は
史

料
で
検
証
し
つ
つ
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

持
病
を
持
つ
身
に
と
っ
て
あ
り
が
た
か
っ
た
の

は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
が
、

自
宅
や
最
寄
り
の
公
立
図
書
館
で
自
由
に
閲
覧
・

複
写
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
長
宗
我
部
の
よ

う
に
離
散
し
た
大
名
家
の
史
料
は
散
逸
、
県
内

の
史
料
だ
け
で
は
論
述
で
き
な
い
の
だ
。

幸
い
、
出
版
後
は
高
知
新
聞
が
紹
介
し
て
く

れ
、
帯
屋
町
金
高
堂
書
店
で
も
週
間
売
り
上
げ

ベ
ス
ト
テ
ン
に
は
い
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

出
版
の
反
響
か
、
先
日
は
九
月
に
放
送
予
定
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
で
、
龍
馬
が
潜
伏
し

た
離
れ
を
撮
影
し
た
い
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

浦
戸
城
の
史
跡
保
存
の
動
き
も
あ
り
、
拙
著
が

高
知
の
歴
史
再
発
見
や
史
跡
保
存
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
の
筆
山
五
八
号
で
、
社
会
人
大

学
院
生
に
な
る
抱
負
を
執
筆
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
は
や
二
年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
春
、
無
事

に
修
士
論
文
を
書
き
上
げ
、
大
学
院
を
卒
業
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
論
文
の
ピ
ー
ク
は
前

号
筆
山
の
編
集
作
業
真
っ
最
中
。
紙
面
構
成
担

当
と
し
て
の
役
目
を
い
っ
さ
い
果
た
せ
ず
、
編

集
長
の
中
平
さ
ん
に
す
べ
て
お
任
せ
す
る
こ
と

で
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
次
第
で
す
。
こ
の

場
を
借
り
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
院
は
、
平
日
の
夜
間
と
土
曜
日
に
授
業

が
あ
り
ま
し
た
。
働
き
な
が
ら
の
通
学
は
大
変

で
し
ょ
う
、
と
よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
仕
事

に
メ
リ
ハ
リ
が
出
て
、
時
間
管
理
が
上
達
し
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
つ
い
残
業
し
て
し
ま
う
…

と
い
う
方
に
は
お
す
す
め
で
す
。

土
佐
山
ア
カ
デ
ミ
ー
の
取
り
組
み
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
事
務
局
長
の
吉
冨
慎

作
さ
ん
に
研
究
を
さ
せ
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
ま

し
た
。
研
究
計
画
も
何
も
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、

大
し
た
説
明
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
「
よ

く
わ
か
ら
な
い
け
ど
何
で
も
Ｏ
Ｋ
！
」
と
快
い

お
返
事
を
い
た
だ
き
、
土
佐
山
地
域
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
が
始
ま
り
ま
す
。

土
佐
山
地
域
で
面
白
そ
う
な
イ
ベ
ン

ト
が
あ
れ
ば
、
時
間
を
作
っ
て
高
知
へ

と
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。
土
佐
山
地
域

に
は
企
業
や
行
政
関
係
者
な
ど
多
く
の

人
が
出
入
り
し
て
お
り
、
移
住
者
も
多

く
、
不
思
議
な
魅
力
の
あ
る
土
地
の
よ

う
に
思
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
研
究
テ
ー

マ
と
し
て
、
土
佐
山
地
域
の
「
人
が
巡

る
仕
組
み
」
と
、
「
移
住
者
が
定
着
す

る
秘
訣
」
を
解
明
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
出
来
事
を
ま
と
め
な
お
し
た
り
、
雇

用
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
て
結
果
を
分
析
し
ま
し
た
。

研
究
の
結
果
、
土
佐
山
ア
カ
デ
ミ
ー

が
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
と
な
っ
て
「
人
が
巡
る

仕
組
み
」
を
作
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
ヨ
ソ

モ
ノ
慣
れ
す
る
状
況
が
で
き
て
お
り
、
移
住
者

を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
抵
抗
感
が
生
ま
れ

に
く
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
雇
用

の
分
野
で
「
組
織
社
会
化
」
と
い
う
理
論
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
組
織
に
新
参
者
（
新
入
社

員
な
ど
）
が
入
っ
て
き
た
と
き
に
、
組
織
に
な

じ
む
よ
う
に
す
る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
土
佐
山
地
域
の
研
究
か
ら
、
こ
の

組
織
社
会
化
理
論
を
地
域
に
応
用
で
き
る
と
考

え
、
実
証
し
た
の
が
「
地
域
社
会
化
」
理
論
で

す
。
移
住
者
を
呼
び
込
み
た
い
場
合
、
地
域
が

何
を
整
え
、
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
れ
ば
良
い

か
、
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
論
文
に
添
付

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
学
院
で
優
秀
論

文
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

今
で
は
す
っ
か
り
研
究
に
ハ
マ
り
、
研
究
生

と
し
て
大
学
院
に
残
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

高
知
が
元
気
に
な
る
研
究
を
続
け
ま
す
。
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『
龍
馬･

元
親
に
土
佐
人
の

原
点
を
み
る
』
執

筆

余

話

中
城
正
堯
（
三
十
回
生
）

社
会
人
大
学
院
生
と
し
て
学
ん
だ
こ
と

勝
田
千
砂
（
七
二
回
生
）



 
出版レーダー 

倉橋由美子（29回生）

「霊:文豪ノ怪談 ジュニア・セレクション」

<2017.4 ¥1728 汐文社 >

田島征三 （34回生）

「あめがふるふる」

<2017.5 ¥1512 フレーベル館>

大橋一章（36回生）

「唐招提寺 : 美術史研究のあゆみ」

<2016.12 ¥2700 里文出版>

塩田潮（40回生）

「日本国憲法をつくった男 宰相 幣

原喜重郎」

<2017.1 \1058 朝日新聞出版>

「田中角栄失脚 :「文藝春秋」昭和4

9年11月号の真実」

<2016.12 \907 朝日新聞出版>

西村繁男（40回生）

「あからん:ことばさがし絵本」

<2017.2 \1512 福音館書店>

黒鉄ヒロシ（41回生）

「色いろ花骨牌」

<2017.5 \648 小学館>

「もののふ日本論:明治のココロが

日本を救う」

<2017.1 \864 幻冬舎>

高山宏（42回生）

「シェイクスピア・カーニヴァル」

(翻訳)

<2017.2 \1404 筑摩書房>

「見て読んで書いて、死ぬ」

<2016.12 \3456 青土社>

加賀野井秀一（44回生）

「メルロ=ポンティ哲学者事典 第二

巻:大いなる合理主義・主観性の発見」

(監修, 翻訳)

<2017.5 ￥5832 白水社>

矢野龍彦（46回生）

「みるみる音が変わる! ヴァイオリ

ン骨体操」

<2017.1 ￥1998 音楽之友社>

西田博（47回生）

「矯正職員のための法律講座（二訂版）」

<2017.3 ￥3024 東京法令出版>

森岡正博（52回生）

「33個めの石:傷ついた現代のための

哲学」

<2016.12 \778 KADOKAWA>

門脇護（53回生）

（ペンネーム 門田隆将）

「世界が地獄を見る時 ~日・米・台

の連携で中華帝国を撃て」

<2017.2 \1512 ビジネス社>

「汝、ふたつの故国に殉ず:台湾で

「英雄」となったある日本人の物語」

<2016.12 \1944 角川書店>

英保未来（54回生）

（ペンネーム 大森望 ）

「村上春樹「騎士団長殺し」メッタ斬り！」

<2017.4 \799 河出書房新社>

「NHK ニッポン戦後サブカルチャー

史:深掘り進化論」

<2017.4 \1944 NHK出版>

森岡浩（55回生）

「戦国大名「御家」系譜事典」

<2017.3 \1080 宝島社>

「日本の名家・旧家」

<2017.1 \1296 洋泉社>

「名字でわかるあなたのルーツ」

<2017.7 \1296 小学館>

中城正堯（30回生）

「龍馬･元親に土佐人の原点をみる」

（本誌15ぺージに関連記事）

私
の
一
冊

『
90
度
の
ま
な
ざ
し
』

合
田
佐
和
子
（
三
四
回
生
）

本
書
は
六
〇
年
代
か
ら
晩
年
ま
で
に

雑
誌
等
に
発
表
さ
れ
た
執
筆
作
品
を
収

録
し
、
幼
少
期
の
思
い
出
や
親
交
の
あ
っ

た
芸
術
家
と
の
出
来
事
な
ど
が
自
由
な

文
章
で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
女
で
コ

ラ
ー
ジ
ュ
作
家
の
合
田
ノ
ブ
ヨ
さ
ん
が

巻
末
で
「
普
通
の
母
親
で
は
な
か
っ
た
」

と
語
る
よ
う
に
、
二
人
の
娘
さ
ん
と
の

生
活
に
つ
い
て
は
昨
今
な
ら
炎
上
す
る

か
も
、
と
思
う
ほ
ど
に
世
間
体
を
気
に

せ
ず
”
刺
激
的
”
な
感
性
を
披
露
し
て

い
ま
す
。
（
遠
藤
瑞
枝
）

<￥3024 2017.1 港の人>


